
 

 

 

 

 

 

はじめに  梅雨あけとなり、酷暑が続きますね。豪雨対策のみならず、熱中 

症対策にもしっかり備えたいと思います。 

ORMZ ニュース第 156 号をお届けします。 

ヘルスポスト譲渡を終えましたが、常駐スタッフが派遣されるまでに、道路の 

補修工事を進める予定としています。巡回診療の状況と併せてお届けします。 

 皆様からのこれまでの多大なるご支援に感謝申し上げます。 

 

現地活動報告（山本ひとみ） 

【巡回診療】 

7 月 10 日 ルアノ    

・診療数 98名、マラリア陽性数 15名中 7名 妊産婦検診 31名、道中の診察 0名 

・主な訴え、疾患等：気道感染症、腰痛などからだの痛み、胃腸炎、消化器疾患 

・重症例、搬送例：1名＝妊娠 6ヶ月の女性。胎動を感じたこと

がないという。心音は聞こえず、チペンビルーラルヘルスセン

ターへ搬送。超音波検査などでの検査を依頼 

・予防接種の種類: OPV(経口ポリオ)& PCV(肺炎球菌)&DPT-HepB-

Hib (五種混合:ジフテリア, 百日咳, 破傷風, B型肝炎, ヒ

ブ)&ROTA(ロタウイルス):6, MRV(麻疹風疹):10 

 

7 月 17 日 サンダラ 

・診療数 66名、マラリア陽性数 12名中 0名 妊産婦検診 13名  

・主な訴え、疾患等：気道感染症、腰痛など体の痛み、胃腸炎、

消化器疾患、う歯(口腔内疾患を含む) 

・重症例、搬送例：なし 

・PID（Pelvic InflamatryDisease, 骨盤内炎症性疾患）が疑わ

れる女性 1名を、超音波検査などより詳しい検査と診断が必要

と考え紹介。 

・予防接種の種類: OPV(経口ポリオ):10, DPT-HepB-Hib (五種

混合:ジフテリア, 百日咳, 破傷風, B型肝炎, ヒブ):4, ROTA(ロタウイルス):8, MRV(麻疹風疹):2, 

BCG: 2 

・マラリア陽性のまま、薬を服用していなかったため、脱水症状

になっている女性１名。点滴をし、体調は少し回復し帰宅。 

・カプチヘルスポストのスタッフは二人ともセミナー参加のた

め同行せず。Child Health Week期間中もサンダラには行かな

かったとのことで、長い間サンダラでは予防接種が行われてい

ない。そのため、ワクチンだけ受け取り、看護師に予防接種を
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してもらった。 

・予防接種場の混乱：①何も記載されていない（氏名、出生日、出生時体重など）Under5Cardを持って

いた母親がいた。通常、病院が必要事項をカードに記入し、母親に渡すはずなのだが。②接種記録は

ないが「うちの子はその注射を受けた」という母親がいた。いつ、どこで受けたのか記憶は定かでは

ない。③BCG を受けたと言うが注射跡がない子がいたり、受けていないと言うが注射跡がある子がい

たり。 

7 月 24 日 ニャンカンガ   

・診療数 127名、マラリア陽性数 12名中 7名 妊産婦検診 8名 

・主な訴え、疾患等：気道感染症、腰痛などからだの痛み、胃腸炎、皮膚疾患 

・重症例、搬送例：1名＝妊娠初期の女性。妊娠時期は不明。2日前から腹部に痛み。マラリア検査は陰

性。超音波検査などが必要なため、チョングエ病院に搬送 

・予防接種の種類: OPV(経口ポリオ):109, PCV(肺炎球菌)&DPT-HepB-Hib (五種混合:ジフテリア, 百日

咳, 破傷風, B型肝炎, ヒブ)&ROTA(ロタウイルス):24, MRV(麻疹風疹):8, IPV(不活化ポリオ):5 

・翌 25日からポリオキャンペーンが始まるため、ムワプラヘルスポストのスタッフにより、ポリオワク

チン接種が行われた。 

・制服を着た女の子が同じ制服を着た女の子を自転車で連れてき

た。マラリア陽性。女の子は自分で立つのもできない状態だった。 

・歯痛を訴える男の子。母親は抜歯を希望するが、病院に行っても

抜歯してもらえなかったと言う。抜歯の必要性がないからではな

いかと伝える。 

・春本光輝氏、原田氏(防衛医科大学校医学科６年)が同行 

 

【道路補修】 

・ルアノへの道はとても状態が悪い。石や岩がごろごろたくさんあり、川底を走っているような感じ

のところが多い。また雨季は泥沼にはまる。雨の後は小川が増水し、車も人も通れなくなる。 

水が流れて、道路が削られ、道幅が狭くなっていく。 

「これがヘルスポストへのメイン道路？」と言う人もいる。 

・ヘルスポストが開業したら、人の往来も多くなると予想され

ることから、道路の改善について Chisamba Town Council, 

Department of Worksの担当者 Mr.Sampaと現地視察をし、

BOQ(Bill of Quantity)を作成してもらいました。 

・その BOQを参考に、建設会社に見積もり依頼をし、1社と契約

を結ぶ予定としています。 

                        ＊写真は、道路補修箇所を確認している様子 

 

賛助会費・ご寄附の納入は辞退します  

・2月に開催しました総会にて本年中の法人解散の方針が決まりました。なお、これまでいただいたご

寄附等による正味財産が多額であることから、今年の賛助会費、ご寄附は辞退します（不要となりま

した）ので、ご理解くださいますようお願いいたします。 

 

多くの皆様のご支援に心から感謝申し上げます。 

ワクチンの保存容器 


